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我々の住み暮らす自然豊かな久慈地域は、これまで幾多の自然災害を経験してきました

が、その度に主体的に行動する市民が力を合わせこの地域を守り抜いてきた歴史がありま

す。今をつくる責任世代の我々はこの地域を次世代へと確実に継承すべく、市民一人ひと

りが将来への安心感をもって生活を営める地域の実現に向け、市民の防災・減災意識の向

上と地域の次代を担う青少年の健全育成を通じ、輝く未来を創造していくことが必要です。 

まずは、未来を担う青少年の地域愛を醸成するために、未来図を描く事業を展開し、一

人ひとりが夢と希望を描ける地域を創造します。そして、青少年の豊かな情操を養うため

に、普段鑑賞する機会の少ない芸術作品に触れることが出来るスクールギャラリーツアー

を開催し、感受性高い人材へと育成します。さらに、想像力や表現力を高めるために、主

体的に取り組めるワークショップを開催し、創造性に富んだ人間力を育成します。また、

災害に対応出来る強い地域を創出するために、これまでの災害事例から市民とともに学習

する機会を設け、今後起こりうる災害に対しての備えとして防災・減災の意識の醸成と知

識の向上を図ります。そして、如何なる災害にも対応出来る安心・安全なまちを未来へ残

していくために、過去の歴史を映像として作成し、災害の恐ろしさや備えの大切さを次世

代へ継承します。さらに、地域の力に満ち溢れた輝く未来を創造するために、これまで久

慈ＪＣが行ってきた災害時の取組みを発信することで、まちづくりに対するメンバーと市

民の当事者意識を喚起し、久慈ＪＣと地域が相互に活性化する有機的な連携を創出します。                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                           

 困難や失敗を恐れずに自らの無限の可能性を信じ主体的に行動する我々が、当事者意識

を持ち、主体的に行動する市民や次代を担う青少年とともに、持続的発展に向けた想いを

基に創造された活力から、一人ひとりが夢と明るい展望を描ける地域の創造へと繋げます。 

 

＜事業計画＞  

１．未来を担う青少年の健全育成  

２．市民の防災・減災意識の向上 


